
（様式⑦　小学校・中学校）
　

朝読書（水）や図書室活動，並行読書，家庭読書等の取り組みで読書量を増やす。
「毎日読書３０分以上」６０％以上
「家で週３日以上読書する」６５％以
上

学校アンケート 年度末 加藤 〇 △

「毎日読書３０分以上」が43％
「家で週３回以上読書する」が50％
となり，ともに目標値を下回ったが，
65％が「読書が好き」と答えた。

△

読書活動や自主学習，セット宿題等,家庭学習の充実で学習習慣の定着を図る。
★自主学習ノートの活用

「毎日宿題をする」が９０％以上
自主学習ノート８０％以上

学校アンケート 年度末 青塚 ○ △

「毎日宿題をする」が91％
自主学習ノートの活用73％
アンケートの結果より宿題をすること
は目標値を上回ったが，自主学習
ノートの活用は目標を下回った。

△

学校での朝学習（火・木・金）で漢字や計算などを繰り返し行い基礎学力の向上を行
う。

定着テストの知・技の正答率が国
語８０％以上算数８０％以上

定着テスト
学力テスト

すくすくテスト
年度末 青塚 ○ 〇

国語の知識・技能81%
算数の知識・技能82%
国語は目標値を1％以上，算数は目
標値を2％以上上回った。

〇

●教員全員が公開授業を行い、積極的に参観することで、授業力改善に努
める。

研究授業・公開授業・授業参観 実践報告 年度末 教頭 〇 △

年度初めからの欠員の常態化等厳しい勤務状況の
中、3学期半ばでも全員授業はできていない。だ
が、大人教やリソースルームの公開研等新しい取
組も進めた。最後まで取り組みを進めたい。

△

自分の考えを書いたり，伝えたりする場面を多く取り入れ、学習過程がわか
るノートづくりに取り組む。

アンケート項目「授業ではノートに
自分の考えを書く活動がある」で肯
定評価80％以上

学校アンケート 年度末 小山 〇 〇

　本年度は84％と目標を達成することができ
た。しかし，昨年度の肯定率89％に対して5ポ
イント下がってしまった。 学校全体として引き
続き意識して取り組んでいきたい。

〇

堺版授業スタンダードに基づき，子どもがよく考え，わかる授業を展開する。
学校の単元テストの思・判・表の正
答率が国語７３％以上算数７３％以
上

単元テスト
学力テスト

すくすくテスト
等

年度末 小山 〇 △

国語の思・判・表は84%と目標値を大きく上
回った。また，算数の思・判・表は7２%と目標
値を１ポイントしたまわった。まだまだ伸びしろ
があるので、子どもたちの思・判・表を上げて
いくために校内研修をさらに充実していきた
い。

△

学びに向かう力・人間性等

・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げた
りする活動に取り組む。
・自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学
習活動に取り組む。
・総合的な学習の時間や自主学習などでは、自分のきょう味・関心から学習
の内ようを自分で考えさせる。
・学習したことを普段の生活で使う場面がないか考えられるようにする。

・学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりする活
動に取り組んでいる。（学テ４３番）
・総合的な学習の時間では、自分で課題を
立てて情報を集め整理して、調べたことを
発表するなどの学習活動に取り組んでい
る。（学テ４５番）
・総合的な学習の時間や自主学習などで
は、自分のきょう味・関心から学習の内よう
を自分で考えている。（CBT２２番）
・学習したことを普段の生活で使う場面がな
いか考えている。（CBT２５番）

CBT・学テ及び
学校アンケート

年度末 小山 〇 〇

・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、広げたりする活動に取り組んで
いる。８３％
・総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて
情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの
学習活動に取り組んでいる。７５％
・総合的な学習の時間や自主学習などでは、自分
のきょう味・関心から学習の内ようを自分で考えて
いる。７９％
・学習したことを普段の生活で使う場面がないか考
えている。７５％
今年度から取り始めたデータなので，これをもとに
来年度以降も取り組んでいきたい。

〇

今年度より新しい研究教科
で取り組みを進めている。
今後しっかりと評価基準を
作っていってもらいたい。

自尊感情や規範意識を醸成し、児童が安心できる学びの場をつくる。
あのねアンケートを用いていじめの
早期発見に努める。

実践報告 毎学期 髙田 〇 〇
あのねアンケートを毎学期実施し，児童理解
を図ることができた。

あいさつ・もくもくきびきび清掃の徹底
生活目標ふりかえりアンケート各項
目で肯定評価80％以上

学校アンケート 年度末 髙田 〇 〇

「自分から元気にあいさつができた」は82％，「もくもくきびきびそうじ
ができた」は88％，「くつばこ・トイレのスリッパをそろえることができ
た」は82％，「時間を守って生活することができた」は86％で目標を上
回ることができた。

教科書や「未来をひらく」を効果的・計画的に活用する中で道徳教育を充実させ，児
童の道徳的判断力の発達を図る。

「人の気持ちが分かる人間になりた
いと思う」の肯定評価９０％以上

学校アンケート 年度末 格谷 ○ 〇
・学習したことを普段の生活で使う場面がな
いか考えている。（CBT２５番）

人権教育・特別支援教育の充実を図り、やさしく思いやりのある子を育てる。
人権にかかわる項目で肯定評価
85％以上

学校アンケート 年度末 入江 〇 〇

人権にかかわる項目「命の大切さや、やって
はいけないことなどのルールについて考える
ことがある。」「人の役に立つ人間になりたい
と思う。」で肯定評価８５％以上を達成するこ
とができた。今年度は、１年生と支援学級の
交流会も行った。

体育大会，体育授業，体育大会でのダンス（表現運動），福田体力アップチャレンジ
（業間にすもう、かけあし、なわとび等に取り組む）を行い、年間を通じて体力づくりに
取り組む。体力低下が懸念されるので，一人ひとりの児童が外遊びをする機会を設
けるよう，学級で取り組みを行う。教員の体育授業力向上のための体育研修を行う。

アンケート項目「運動をすることや，
体育の授業は好きですか。」で肯定
評価８２％以上

学校アンケート 年度末 植田 ○ ○ 〇

体育の授業で体つくり運動を取り入れ、多様な遊びや運動を充実させ、児童一人ひ
とりの運動への意欲を高め、体力づくりの習慣化を図る。(体育ノート・体育カードの
活用)

体育ノートや体育カードによる児童
の情意面、思考面の変容

実践報告 年度末 植田 ○ ○ 〇

学校の様子を積極的に情報を発信（ホームページ・校報・学年通信など）する。
「学校は地域に情報発信を行って
いる」で肯定評価９０％以上

学校アンケート 年度末 村上 ○ ○

「学校は地域に情報発信を行っている」で肯定評価
９１％で目標を上回ることができた。昨年度と比べ
て４％ほど低下したが，それでも高い評価のため，
変わらず継続していくことが重要だと考える。

〇

児童と地域とのつながりの場をつくり、地域との連携を図る。
学校が保護者・地域との連携をとる
ための活動

実践報告 年度末 多田 ○ ○

「学校は保護者・地域との連携が図れている」の項
目で肯定評価が８１％で，９０％以上を上回ること
はできなかった。しかし，「田植え」「稲刈り」「七夕
の活動」「東中フェスタ」などを地域の方々と学校が
協力して行うことができた。

〇

★幼小接続「東中校区幼小接続事業」★小中連携の推進 幼小中の取り組み 実践報告 年度末 中村 ○ ○

去年度の取り組みを全市的に発表できた。また生
活科の教育課程研修でも取り上げて頂いた。今年
度は新たに園を増やしたこと，また中学校を巻き込
んだことで横・縦の繋がりがより充実した。今後の
街全体で０歳から１８歳まで子どもの育ちを本気で
考えていきたい。

〇

地域との密な連携を感じ
る。お寺などの歴史的な財
産にももっと触れてくれれば
ありがたい。幼小中の取り
組みは素晴らしいと思う。今
後も内容を充実させ取り組
みを進めていってほしい。

行事・授業風景などをホームペー
ジで毎日発信している。

七夕会や稲刈り，防災に関するお話
など，児童と地域の方とのつながりの
場をつくり，地域との連携を図ることが
できた。児童と地域のイベントに参加
し，地域の方々と交流することができ

た
東中校区における幼小接続
事業を立ち上げた。取り組
みが堺市の先行モデルとな

り，全市的に発表予定

あのねアンケートを学期に１回（２
学期は２回）実施し，必要に応じ

て児童との面談も行った。

全校朝会にて毎月初めに生活目標を
示し，学校全体で取り組んでいる。児
童会が中心となって，生活目標に関す
る活動に取り組んだ。
「人の気持ちが分かる人間に
なりたいと思う」は，９４％で目

標を上回ることができた。

平和学習でのＤＶＤ視聴
や、にんげん学習交流会の

参加。

コロナ渦後、初の体育大会のプログラ
ムや，運営を企画して滞りなく実行で
きた。水泳授業，すもう大会にも取り
組むことができた。体力UPチャレンジ
は，すもう・縄跳び・かけ足と年間通じ
て継続して取り組んでいる。体育ノート
（カード）を書くことを通じて，児童自身
の動きや運動のコツなどを考えるきっ
かけとなった。

一定評価できる。朝の挨拶
の時の様子が昼に学校で
出会う子どもたちに比べ、と
ても眠そうに見える子もい
る。生活習慣も含め今後も
子どもや家庭に働きかけて
ほしい。
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具体目標
具体的な取組

（●重点とする取組　★中学校区での取組）

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】
中学校区におけるめざす子ども 像
                      将来をみすえ、 自ら 学習でき る子

堺市立　　　　　　福田　　　小学校

校長　　　　　清野　寛之

 令和５ 年度　 重点目標
重点目標を「 主体的に学び続ける子ども の育成」 サブテーマ「 ～主体的に学びだす学習スタ イ ルの探究～」 と し 、 その実現を図るため、 「 総合的な学力の育成」 「 心と 体の教育の充実」 「 地域協働による広がる教育」 を推進し ていく 。
学校教育目標である「 自ら を大切にすると と も に、 周り の人々も 大切にでき る福田っ 子を育成する」 こ と を教職員が常に意識し 、 年間を通し て計画的かつ組織的に教育活動の実践を行う 。 また教育目標を具現化し ていく ための教職員研修を促進する。

判断基準
（評価のものさし）

評価方法 評価時期

確かな学びの現状
「 確かな学び」 の現状
・ 国語及び算数の知識・ 技能については目標値を上回っ ており 、 全授業者が堺版授業スタ ンダード を基本と し ながら 、 基礎・ 基本の確実な定着に向けた丁寧な取り 組
みが功を奏し ていると 考えている。 し かし 家庭での読書や自主学習ノ ート を活用し た主体的な学びに課題があり 、 本年度は「 子ども 自ら 学びだす学習スタ イ ルの探
究」 をサブテーマと し て研修を行いたい。 また、 アンケート において「 自分の考えを書いたり 、 伝えたり する場面を多く 取り 入れ、 学習過程がわかるノ ート づく り 取
り 組む」 項目の児童肯定率が８ ９ ％と 昨年度と 比べて10ポイ ント も 上昇し ている。 今後も 「 子ども が自ら の学習過程を可視化する」 こ と で、 思考力・ 判断力・ 表現力
を向上さ せる授業の創造に、 引き 続き 努力し ていき たい。 さ ら に「 子ども がわく わく ド キド キする仕掛け」 を授業の中に設定し 、 子ども の学習に対するモチベーショ
ンの向上にも 取り 組んでいき たい。

豊かな心・ 健やかな体の現状
・ 本校児童は、 全体的に素直で人懐っ こ く 、 教職員の指示をし っ かり と 理解するこ と ができ る。 し かし 若干自尊感情が低く 、 「 自分
の言動に自信を持つこ と が苦手な児童」 や、 「 価値観を異にする他者を受け入れる、 豊かな心が未成熟な児童」 がいる現状がある。
そこ で教職員が研ぎ澄まさ れた人権感覚を持ち、 子ども 一人ひと り に寄り 添う 生徒指導体制の構築と 、 特別の教科「 道徳」 等を通し
て「 人と し て何を大切にし なければなら ないのか」 をし っ かり と 考え感じ さ せていき たい。
・ 新型コ ロナウイ ルス感染症によっ てさ まざまな行動制約がかかり 、 児童の体力に若干低下傾向がみら れていた。 そこ で本校独自の
取り 組みである「 すも う プログラ ム」 や、 縄跳び、 駆け足などの体力向上プラ ンを推進すると と も に、 20分休憩を活用し た体力づく
り の習慣化を促進するこ と で、 ポスト コ ロナ期における児童の持久力・ 瞬発力・ 敏捷性・ 巧緻性を育成し ていき たい。

授業で，自分の考えを書い
たり，伝えたりする場面を多
くつくり、学習過程がわかる
ノートづくりに取り組んでい

今年度も全員の公開授業をめざし取
り組んでいる。その中で、大阪府人権
教育研究協議会の公開研も行えた。

朝読や並行読書，読み聞か
せ「読書チャレンジ」，G7の
国の本を紹介するなどの推
進活動を積極的に行ってい
る。
読書や自主学習，セット宿
題など，家庭学習を設定

し，学習習慣の定着を図っ
ている。

堺版授業スタンダードに基
づき，子どもがよく考え，わ
かる授業を意識している。

欠員等厳しい状況の中、教
職員で助け合い、よく取り組
めているのではないかと思
われる。

学校情報を積極的に発信し、地域の学校として地
域の力を借りながら教育活動を進める。

確
か
な
学
び 授

業
改
善
・
指
導
力
の
向
上

各教科の授業や総合的な
学習の時間を通して子ども
たちが主体的に活動できる
ように，アンケートにあるよ
うな項目を意識しながら，授
業づくりに取り組んでいる。

図書室の環境や取り組みな
ど工夫されている。自主学
習ノートの活用法や取り組
み方の手立てなどをもっと
子どもたちに示してあげて
ほしい。中学校に向けて高
学年では特にお願いした
い。家庭学習の手引きなど
の取り組みを今後も取り組
んでもらいたい。

思考力・判断力・表現力を育成する。

学校での朝学習に取り組
み，漢字や計算などを繰り
返し行い，基礎学力の定着

に取り組んでいる。

教育活動全体を通じ人権教育を推進するととも
に、自他の尊重と自尊感情を高める。

基
礎
・
基
本
の
定
着

読む・書く・計算する力を継続的に育成する。

いろいろな取り組みによく取
り組んでいる。引き続きお願
いしたい。

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

心
の
教
育

校長より(年度末)
・教員不足が深刻で、本校も年度当初から欠員が生じている。その中で教職員は学びの質を担保するため、教育活動に全力で当たっている。ほぼすべての授業に於いて「堺版授
業スタンダード」が取り入れられ、学力の向上につながっていると考えているが、若干マンネリ化している部分も否めない。そこで本市は令和６年度から「子どもが考える授業」から
「子どもが自ら学びを進める授業」への転換を図ろうとしている。本校においてもその趣旨や方向性を共有するため研修等を実施し、新たな学びに挑戦していきたいと考えている。ま
た、あらゆる教育活動の根幹に人権教育を据え、「子ども一人ひとりを大切にする」学校経営に尽力する所存である。保護者様や地域の皆様方には、普段より本校に対し深いご理
解と温かいご支援をいただいており、その信頼を裏切ることのないよう、教職員一丸となって教育活動に取り組むことをお誓いしたい。

学校関係者評価者から(年度末)

東中校区各学校との緊密な連携をとって、地域の思いや願いを反映できる学校にしていってほしい。

　
地
域
協
働

体
力
向
上

心身ともに健全な子どもの育成
（生活に根ざす体力づくり・体力向上）

アンケート項目「運動をすることや，体育
の授業は好きですか。」で肯定評価８７％
達成することができた。体育ノートやカー
ドを通して子どもたちの体育の思考を読
み取り、意欲向上につなげることができ
た。
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